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地質調査所の日木周辺海域の海洋地質調査活動

～昭和52年度の[嶺丸による調査航海～

井上英二･本座栄一(海洋地質部)

まえがき

工業技術院の特別研究｢日本周辺大陸棚海底地質総合

研究｣計画にもとづいて海洋地質部は過去3年間

目本列島太平洋側の研究航海を実施してきたが昭和52

年度から航海の舞台は日本海とオホｰツク海に移った.

本研究の目的は日本周辺海域の海底地質状況を総括

的に把握して海洋鉱物資源賦存に関する基礎的資料を

提供するほか海底利用･海洋環境保全･地震予知対策

等にも基礎となるデｰタを提供することにある.その

ため具体的目標として日本周辺の大陸棚･大陸斜面域

について縮尺100万分の1の海底地質図･重力異常図

･磁気異常図を作成し公表すること5年間で日本周辺

全域を概査で覆うこと沿岸域についても資源的･地質

的に重要と考えられる海域数区画をとりあげ精査して

縮尺20万分の1海底地質図･表層堆積図を作成すること

である.

これまでに行なった調査研究海域は第1図に示すと

おりである.調査済みの海域から順次海底地質図類を

公表しているカミ現在までに公刊された図面は縮尺

100万分の1｢琉球島弧周辺広域海底地質図｣･｢西南目

本外帯沖広域海底地質図｣縮尺20万分の1｢相模灘及

び付近｣･｢紀伊水道南方｣の各海底地質図･表層堆積図

である.さらに縮尺20万分の1｢八戸沖｣表層堆積図

が印刷中でありその他2･3の海底地質図が準備中で

ある.

このように研究計画の実施状況はほぼ順調であり

研究最終年度の53年度中には日本周辺(伊豆･小笠原

列島周辺をのぞく)全域が概査で覆われる見通しカミつい

ている.

以下に52年度に行なった研究航海の概要を紹介する.
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第1図

1調査航海の概要

本年度の調査航海は日本海とオホｰツク海で合計100

日間金属鉱業事業団所有の｢白嶺丸｣を使用して実施

された.研究航海は4月にはじまり8月に終了した.

期間をつうじて海況がきわめて平穏であったため調

査効率があがり計画の遂行に拍車がかかった.しか

し一方では例のソ連の漁業専管水域身OOカイリ設定に

からんで白嶺丸の調査測線計画･運航上にさまざまな

懸念があり研究関係者は外務省や海上保安庁に事情説

明や現況聴取にしばしば足を運んだり所内で対策

協議を行匁ったりで繁雑をきわめた.とくにオホ

ｰツク海の航海に際してはこの船カミ純粋の科学研

究船であることの内容証明書を急造したり船体面

･側にロシヤ語で船名と地質調査とを明示したボｰド

をとりつけたりした.これらはどれほどの効力が

あるかと疑われたが狂いよりはましな護符のつも

りであった.採泥の際ドレッジにたまたま底棲

生物が入っていることがあるカミそれをソ連監視員

に見とカミめられ漁業調査だときめっけられたらど

うしようなどと懸念するむきもあったし監視員が

白嶺丸に立入検査しても漁具さへ祖ければ大丈夫

だろうというわけで船内各人の釣竿までおろして

出航したといういささかナンセンスなてんまっも

あったがこれも当時の目ソ漁業交渉の険悪な空気

の最中であってみれぱやむを得ないだろう.

外務省や海上保安庁･管区本部の担当官の方々か

らは有益な忠告と指導を受け大いに役だったことを

ここに感謝の念をもって付言する.さいわい立入

日本周辺大陸棚海底地質総合研究に関する4年間の航跡と狭域調査済海域�
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り検査もうけず傘捕もされずに無事終了した.

本年度は以下のように2航海を実施した.

���

���

日本海山陰沖(広域調査)及び隠岐諸島周辺(狭域

予備調査)4月19周一5月28目40日間

∫

I北海道沖オホｰツク海･日本海(広域調査)

6月14目一7月9目26日間

n西津軽海盆(狭域表層堆積物調査)

一

7月10目一8月6目28日間

並西津軽海盆及び周辺(狭域補備)

8月7目一8月12目6日間

計100日間

2G昼77-2調査航海

本航海は昭和52年度の最初の航海であり4月19目か

ら5月28目までの40日間にわたり九州の西方海域東

海陸棚の北東端域と対馬海峡の大陸棚山陰沖の大陸棚

対馬海盆朝鮮コンチネンタルボｰダｰランド隠岐諸

島周辺海域等の海底地質調査を実施した(第2･3図).

このなかで隠岐諸島周辺海域の調査は狭域地質調査の第

1年目にあたり次年度でさらに継続される予定である.

調査期間中天候にめぐまれ順調に調査カミ遂行され期

待以上の成果をあげることができた.

調査方法:これまでとほぼ同様の調査方法がとら

れエアガンによる音波探査重力･磁力探査測深お

よびドレッジとピストンコアラｰによる底質採取を行な

った.さらに今年度からソノブイによる屈折法とロッ

クコアラｰによる底質採取を新たに開発した装置によっ

て行祖いまた従来のピストンコアラiと異なった新

しいピストンコアラｰを開発し12m以上のコア長の採

取も可能と狂った.隠岐周辺海域の調査ではスパｰカ

ｰも使用している.側線はほぼ15マイル間隔で設定し

沖合いではところによってその側線を延長するという調

査方法カミとられている.ドレッジとロックコアラｰは

主として固結岩石の採取を目的として行なわれ採取点

の多くは基盤岩の高まりに集中している.ピストン

コアリングは堆積物の柱状試料の採取を目的として行な

われ主として海盆域を中心として行祖われている.

乗船研究者:第1表にしめされるように地質調査

所員6名調査研究補助員のべ11名が参加した.また

博多港から境港まで広島大学の教官2名カミ乗船し調査

に協力した(第4図).

経過:4月19目13時に船橋を出港する時は晴れま

3島

3島

㌰

3臭

3高

3岳

3島

3見

3星

㌵

㈰

��

㌰

��������

����■ヨ.�1曲�����

�凹'������.舳..���

��'亨..乱阯一���茎宇^���､.“��

����..リ､,��.熱�,.`��.,�

�����.一“���阯.��

�』･'���������

�����繍.�ll㌘�拙���

���"｡『`一器･｡����“､｡､｡ヨ1'��,I.｡`L.�

�����､ボ�����

������

��弼…�,.謎咄`1山����岬���

忍岐述後工〆i･｡.蜴←･〆���������珊'�

��������､冊"“...､宕一帖�'}�

��笱���

����ヨ������

50旧㏄㎡30620610605505仙530520�����山1鯨二戸■■…�蟻､.1品�姜…芒��I加,孟�

������此1��川皿��

��1;1"“��･…バ].='一�..声����■一}､.由�''

�珂.���������

����↓｡捌�芦…"1岬一���咀｡��

������､一^��"��

���������杣.'�

�����1'''､軍13'�,}■.バ境港��＼ざ㌔い.仏��,"

��■''一“��､イ�����出拮�

���㌣�������

�����中海宍道湖)沌｡'m･�����φ

������

���

��

第3図
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GH77-2狭城調査航海隠岐諸島周辺測線図

;～4

第2図GH77-2広域調査航海九州西方･対馬渡峡･日本海山陰

沖側線図(石橋嘉一原図)�
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策1表GH77-2九州西方･日本海山陰沖調査航海の研究班構成

｢

地

質

調

査

所

員

本座栄一

石橘嘉一

湯浅真人

玉木賢策

上嶋正人

村上文敏

海洋地質部

�

〃

〃

〃

主席究所員総括

総務地形

採泥岩石

音波探査地質

NNSS重力磁

気

音波探査地質

明神寿彦

早川佐二郎

川口安和

渡部和男

小畑喜久太郎

高瀬博人

佐藤裕

佐藤一

渡辺英直

山邨欣貴

二宮康年

東京水産大学生

〃

〃

〃

�

〃

〃

〃

〃

〃

〃

物理探査採泥

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

境港下船

�

�

博多下船

�

博多

一船橋

〃

境港

一船橋

客岡本和夫広島大学教授層位化石博多

員加藤道雄〃助手微化石一境港

のみえる良い天気であったが船が浦賀水道を通過する

頃から揺れだしあとは大揺れであった風も南西から

吹いてくるためうねりも大きく出港早々のことでも

あり皆顔面蒼白であった.このように揺れてみんな

まいっているのをみるとやはり人間は陸(おが)の動

物である法ということを痛切に感じる.数10目の調査

航海の場合後々の能率を考えると第1目目はどこかの

静かな入江にでも入ってゆっくり休み船の動揺に体を

馴らした方が良いのであるが今回は調査海域まで2目

位の航程でありそのうち低気圧も去って静かになるこ

とだしということでそのまま走ってしまった.さて

地質調査所の研究員達は揺れている船のなかで調査準備

である.船上の調査用装置がこれまたデリケｰトな

ものばかりでおよそ揺れている船にはそぐわたいものば

かりである.どちらかというと修理につぐ修理という

ことは故障につぐ故障の連続である.家庭用の弱電機

器と違って開発製品が主体であり量産品というわけ

にはいかない.したがってとんでもないところがこ

われたりすることがあり完修したり応急手当をした

りでいっこうに便利屋から逃れることができない.そ

れにしても船を運航する船員には感心する.これもエ

ンジンが故障したからといって部品を陸に請求するこ

とはでき扱い.頭をひねって何とかかんとか直してし

まう.

私達ではとてもでき放い機械工作などでいつもお世

話に狂っている次第である.

さて九州沖の調査海域に到着する頃には海もおだや

かになり蒼白の顔も少しつつ赤みがでてきて調査開始

である.もっとも航走調査の一部は船橋出港と同時に

開始されている.航走調査の校がで音波探査と磁力探

査が調査海域で投入され曳航されるわけである.前

半の調査は九州西方から対馬海峡にいたる主として浅

海域の調査である.白嶺丸による日本海溝等の深海域

の調査に馴れ親しんできた目からみると水深1000mにも

満た狂い地域が広く拡がる海域の調査はとまどいの連続

であ2た.調査を終え博多港に入港したのが4月20目

であった.博多港では九州出張所の人々の協力のもと

にオｰプンノ･ウスを開き九州大学はじめ近隣の諸大学

通産局民間の方々等多数の来訪者でにぎわった.

5月4目小雨ふるなかを一一どんたく''でにぎわいでい

る博多港を出港し山陰沖から日本海西縁の調査を実施

妄{

得なかった.遠くにかすむ竹島は絶壁に囲まれた小さ

な孤島から成りふだんなら人知れずひそかにたたずむ

議

葦小島といった感じを与えるところである.

日本海西縁の調査を終了し5月14目に境港に入港し

た.島根半島に囲まれた美保湾の奥にあるこの天然の

も不順であったとのことであるが日本海側は毎日小春

第4図GH77-2調査航海乗船地質調査所員前列左より本座･石橋

後列左より玉木･湯浅･村上･上鴫各研究員�
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目数1月目

第2表GH77-2調査航海経過表

�

�

㌀

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

㈰

㈱

㈲

㈳

㈴

㈵

㈶

㈷

㈸

㈹

㌰

㌱

㌲

㌳

㌴

㌵

㌶

㌷

㌸

㌹

�

��

�㈰

�㈱

�㈲

�㈳

�㈴

�㈵

�㈶

�㈷

�㈸

�㈹

�㌰

��

��

�㌀

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

�㈰

�㈱

�㈲

�㈳

�㈴

�㈵

�㈶

�㈷

�㈸

｣天候

半時

〃

時

半時

〃

曇

〃

〃

〃

晴

�

半時

半時

曇

〃

雨

半時

晴

〃

〃

〃

〃

半晴

晴

曇

細雨

晴

半晴

晴

〃

晴

曇

〃

半時

曇

半瞭

雨

曇

調査作業内容

船橋港出港(13:00)調査準備12kHz3.5たHzPDR重力

12kHz(12)3.5kH2(3.5)PDR重力(Gr)NNSS

エアガン(Ag)プロトン(Pr)123.5GτNNSS

�偲�㌮���匀

ソノブイ(S)ピストン(P)AgPr123.5GrNNSS

�偲�㌮���匀

Sドレヅジ(D)AgPr123.5GrNNSS

SAgPrユ23.5GrNNSS

D日ック･コアリング(R)AgPr123.5GrNNSS

�偲�㌮���匀

��偲�㌮���匀

AgPr123,5GrNNSS博多港仮泊

博多港資料整理

''〃

''〃

博多港出港(10:00)AgPr123.5G正NNSS

�材�㈳��乎卓

��偲�㌮���匀

DRAgPrユ23.5GrNNSS

�材�㈳��乎卓

��偲�㌮���匀

��偲�㌮���匀

�偲�㌮���匀

�材�㈳��乎卓

��偲�㌮���匀

AgPr123.5GrNNSS境港(9:30)

境港資料整理

〃〃

境港出港AgPr123.5GrNNSS

�材���乎卓

��偲㌮���匀

DRスパｰカｰ(Sp)Pr123.5GrNNSS

印偲�㌮���匀

�印偲�㌮���匀

���㈳��乎卓

�印偲�㌮���匀

印�偲�㌮���匀

AgPrユ23.5GrNNSS

12GrNNSS東京港仮泊

船橋港入港(9:OO)資料整理

乎卓

ドレッジ試料21(D213-233)ピストン

コア試料5(P102-106)ロヅクコア試

料13(RC1-13)ソノブイ試料4(SB

1-4)である｡

おもな成果:本調査海域は九州西方

から対馬海峡目本海西縁山陰沖大陸棚

大陸斜面といった多岐にわたる海域からた

りそれぞれの海域の海底地質構造を明ら

かにすることカミ今回の調査の目的である.

調査研究結果は最終的には縮尺100万分の

1広域海底地質図として公表されることに

たるのでここでは結果の一部をトピック

ス的に紹介しよう.

i)九州西方の男女海盆における構造運

動は非常に活発であり海盆底にも構造運

動による隆起帯カミ幾つかみられる.海盆

底におけるこれら隆起帯等の構造は北東一

南西方向に発達し沖縄舟状海盆にみられ

る構造方向と同一でありその延長として

理解される.隆起帯の構造も東へ傾斜し

た傾動地塊運動であり沖縄舟状海盆地域

にみられる隆起帯と同一の傾向となってい

る.

ii)男女海盆の西端に海谷がみられ福

江島の西側を回り福江島北酉の大陸棚で数

条のチャンネルとなっている.これらの

チャンネルは不連続な状態で追跡でき北

々東に伸びるものは対馬西側の凹地にまで

追跡できる.他のチャンネルは北方およ

び北酉方向へ追跡できる.これらのチャ

ンネルは構造線に沿って形成されたものが

多く地塊運動の境界域に沿って発達して

いる.これらの構造帯は平均水深120

～130皿の大陸棚に140～150mの凹地帯を

不連続に形成するといったものである.

目利で調査も順調に進んだ.

に要約されている.

以上述べた経過は第2表

取得デｰタ:全航海距離7307.0カイリ音波探査

測線長5616.0カイリ測点数43(St.740-752)うち

iii)山陰沖の大陸棚には新第三系と推定

される堆積層が厚く分布している.これ

らの堆積層には2･3の大きな不整合もみられ大陸棚

から対馬海盆域にかけての発達過程に幾つかの段階があ

ることが推定される(第5図).

三▼)対馬海盆には主として山陰沖の大陸棚から供給さ�
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匙

��

対馬海盆

'苧

箏

�

第5図

山陰沖音波探査断面図(L24)

一

�

｡1

_｣__｣…_｣,

大陸棚に分布する厚い新第三系と考

えられる地層とそれらの堆積段階を

示す不整合関係カミ臭く読みとれる.

また大陸斜面におけるスランプ構

造対馬海盆底の厚い堆積層等も読

みとれる(玉木賢策･西村文敏･本

座栄一原図)

れたと考えられる堆積層が厚く分布している.大陸棚

から続く大陸斜面にはスランプ構造カミみられ採取した

柱状試料にもその堆積構造が表われている.海盆底の

堆積層の狂かで下位層に音波散乱層カミあるらしくその下

位層が判然としなくなっている.

∀)胃本海西縁にみられる朝鮮コンチネンタルボｰダ

ノ

一ランドは主として2つの山塊に分けられる.これら

は北東一南西方向に発達している傾向もみられるが判然

とし校い.これらはそれぞれ海膨と呼んでも差しつか

えないであろう.ここには日本海盆にみられる堆積層

と同様のものが分布しているがそれらの下位層もみられ

る.したがってか放り古い形成時期カミ予想されるが

採取された基盤岩は片麻組織が幾分みられる花筒岩類

であった.これは朝鮮半島にみられる古期岩類のいず

れかに連続するものであると考えられる.

ρ

7i)フリｰエア重力異常をみると男女海盆には小

さな正および負の異常が九州西域に連続して北々東一南

々西方向にのびる構造帯に沿って発達している.対馬

の西側の構造運動による凹地帯に沿って40ミリガルに達

する負の異常がみられる.この北方延長は朝鮮半島沿

岸に沿ってのびているものと考えられるが調査地域外

となっていて判然としない.山陰沖の対馬海盆に沿っ

た大陸棚外帯に40ミリガルに達する正の異常カミみられ

古期岩類が分布していることが推定される.対馬海盆

は重力からみて均衡が保たれていると判断される.朝

鮮コンチネンタルボｰダｰランドは地形上の起伏がは

げしくはっきりしたことは判断できないが北東一南

西方向にのびた正と負の異常帯がみられる(第6図).

H.111･.

第6図

九州西方から日本海西縁にかけてのフリｰエア重力異常

図男女海盆にみられる小規模の正負異常対馬西側

の凹地に沿った負異常山陰沖の大陸棚外縁の正異常等

カ重よくわかる(上鴫正人原図)

3GH77-3調査航海

3-1北海道沖オホｰツク海･日本海調査研究

本航海は日本海北域および北海道と南千島列島に隣接

したオホｰツク海の広域海底地質調査を目的とし6月

14目から7月9目までの26日間にわたって実施した.

調査はうねりひとつないおだやか恋海況のもとに1頃調に

実施されたがかなりに曇目が多く太陽をあまりおがめ�



一19一

ヤ∵〃五五蹄_盗ブ､

＼1一.三

斤二一τへ洩禰･て､穴諏滋一r;一丁
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＼北海逝

小/ポ札■幌
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○夕

嬉

01トレッジ

P=ヒストンコアラ

ロ仁1ロックコアラ

S6=ソノブイ

三

了

第7図

GH77-3-I広域調査

航海オホｰツク海

･同本海北域の側線図

(小野寺公児原図)

ない目相が続いた(第7図).

調査方法:GH77-2調査航海と全く同様の調査方

法がとられエアガンによる音波探査重力･磁力探査

測深ソノブイによる屈折法ピストンコアラｰロッ

クコアラｰドレッジによる底質採取を行なった.日

本海オホｰツク海とも東西方向に15マイル間隔で調査

測線が設定され補助的にそれらに直交あるいは斜交す

る側線が設けられた.

第3表GH77-3-I目本海北域･オホｰツク海調査航海の研究班構成員

乗船研究者:第3表にしめされるように地質調

査所員6名臨時職員のべ9名カミ参加した(第8図).

調査所員5名と学生諸君全員は本調査終了後新潟港で下

船し次航海の職員と交代した.

区分1

地

質

調

査

所

員

氏名1

本座栄一

小野寺公児

宮崎光旗

湯浅真人

玉木賢策

西村清和

明

白

山

古

参

池

北

本

神

根

口

山

国

田

里

岡

寿彦

義和

勝

栄一

祐三

保夫

洋

信幸

所属1

海洋地質部

〃

�

〃

〃

東京水産大学生

〃

〃

北海道大学院生

東京大学院生

東北大学院生

担当1

主席研究員総括

総務地形

NNSS重力磁

力

採泥岩石

音波探査地質

〃〃

物理探査

採泥

�

〃

〃

〃

備考

小樽下船

〃

小樽乗船

経過16月14回船橋港を出港一路北方へ向らだ.

三陸沖を通過する頃から寒くなり日本海へ入り調査を

開始する頃には東京周辺では冬の寒さと同様であった.

出港してから4目目にオホｰツク海に入ったが身を切

られるような寒さには皆おどろいてしまった.水温が

3｡から5｡気温は3｡から6､いった寒さのなかで採取さ

れた試料の処理(泥とのたたかい)装置の水洗いとい

第8図GH77-3調査航海乗船地質調査所員左より小野寺･湯浅･

本座･玉木･宮崎･西村各研究員�
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目数｣

月目1

天候1

第辿表GH77-3-I調査航海経過表

調査作業内容

■■����������

1�6.14�半時�船橋出港(13:OO)�調査準備�重力�NNSS����

2�6.15�晴�調査準備重力�NNSS������

3�6.16�半時�12たH2(12)�3.弘H呂(3,5)�PDR�����

�重力NNSS�エア･ガン(Ag)�プロトン(Pr)�������

4�6.17�曇�123.5Ag�Pr�NNSS�����

5�1.18�霧�ドレツジ(D)�ロック･コアリング(RC)�12�3.5�Ag�Pr�NNSS�

6�6.19�〃�ソノブイ(SB)�ピストン(P)�12�3.5�Ag�Pr�NNSS�

7�6.20�曇�D123.5Ag�Pr�NNSS�����

8�6.21�〃�DP123.5�Ag�Pr�NNSS����

9�6.22�霧�DRC�123.5�Ag�Pr�NNSS���

10�6.23�曇�RC12�3.5�Ag�Pr�NNSS���

11�6.24�半時�DRC�123.5�Ag�Pr�NNSS���

12�6.25�〃�12315�Ag�Pr�NNSS�小樽入港(1O:00)���

13�6.26�〃�小樽港資料整理�������

14�6.27�曇�小樽出港(10�00)�12�3.5�Ag�Pr�重力�NNSS

15�6.28�霧�D12�3.5�A9�Pr�重力�NNSS��

16�6.29�晴�SBP�12�3.5�Ag�Pr�重力�NNSS�

17�6.30�霧�D12�3,5�Ag�Pr�重力�NNSS��

18�7.1�曇�SBD�P�12�3.5�Ag�Pr�重力�NNSS

19�7.2�''�D�12�3.5�Ag�Pr�重力�NNSS�

20�7.3�〃�D�12�3.5�Ag�Pr�重力�NNSS�

21�7.4�半時�D�RC12�3.5�Ag�Pr�重力�NNSS�

22�7.5�曇�D�123.5�Ag�Pr�重力�NNSS��

23�7.6�細雨�D�123.5�Ag�Pr�重力�NNSS��

24�7.7�霧�D�P123.5�Ag�Pr�重力�NNSS��

25�7.8�晴�12�3.5Ag�Pr�重力�NNSS���

26�7.9�晴�12�3.5Ag�Pr�重力�NNSS�新潟入港(10:OO)��

27�7.10�新潟港��������

った作業は大変なものであった.しかしながらおだ

やかな海況が続き調査には好都合な状態であった.

オホｰツク海の調査がほぼ完了した時点で6月25目に小

･｣一L一一→一』一一一一⊥一

策9図オホｰツク海北海道沿岸沖の音波探査断面図大陸棚の新期堆積層

北見大和堆の構造運動力茎よく読みとれる.大陸斜面の堆積層は浸食をう

け海底谷が発達している(玉木賢策･西村清和･本座栄一原図)

樽に入港した.小樽港は明治以降商港と

して石炭の積出し港として栄えたところ

であるが現在は閑散としにぎやかであ

った当時の様子がしのばれる建物だけが残

り落ち着いた街道がっづいているところ

である.現在は札幌のベッドタウンとし

て少しつつ活気カミでてきているところであ

る.往時をしのばせる石づくりの倉庫が

延々とっつき現在ではあまり使われてい

ずそのうちにとり壊される運命にあるの

ではたいかと想像すると感無最である.

ここでは地質調査所北海道支所の助力によ

り白嶺丸の公開見学を行なった.大学

関係通産局工業技術院の支所関係公

社民間関係の方々が多数来訪され盛況

であった.6月27目小樽港を出港しオ

ホｰツク海の一部と日本海の北海道沿岸域

の調査を実施した(第4表)両海域の調

査を通じて目ソ間の経済水域の問題が討議

されている時でもありかなり神経を使っ

たが無事に調査が終了できたことは所

内関係者はじめ外務省･海上保安庁方々の

御助力によるものと感謝している.

取得デｰタ:全航海距離546τ0カイ

リ音波探査測線延長約4700カイリ採泥

点42(St.783-824)そのうちドレッジ

試料26点(D234-259)ロックコアｰ試

料8点(RC14-21)ピストンコア5点

(P107-111)ソノブイ観測3点(SB5

-7)であった.

お毛な成果:オホｰ･ック海側と日本

海北域の調査が実施されたわけであるが

両海域とも似たような形成過程をたどって

きているものと判断されその間に介在す

る北海道･サノ･リン島が両海盆形成にどの

ような役割をはたしまたどのような位

置づけカミなされるかといった問題からも興

味深い地域といえる.現在のところ得ら

れた諸資料を解析中であり解析結果は縮

尺100万分の1広域海底地質図として公表

される予定である.したがってここでは

結果の一部をトピックス的に紹介しよう.�
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i)北海道北岸からサノ･リンにかけてのオホｰツク海

側に比較的広い大陸棚が分布しているがここには新期

堆積岩が厚く分布している.

この大陸棚はオホｰツク海盆に続く大陸斜面に向い徐

々に深くなっていくがその大陸斜面には地域で途中

に比較的平坦な面が分布し舟状海盆状の堆積物がトラ

ップされているところがある.市域の大陸斜面には舟

状海盆はみられないが大陸棚外縁に沿って北見大和雄

が分布している.北見大和堆の頂面は平坦であるが

隣接する大陸棚外縁の平坦面からくらべると幾分高くな

っている.これは堆か構造運動により隆起しているこ

とを示している(第9図).

ii)網走沖の大陸棚は狭く千島海盆に至る大陸斜面

の海底地形も起伏に富んでいる.2･3の海底谷もみ

られ活発抵構造運動が表われている.

iii)千島海盆は調査海域でみられるかぎり全く平坦

であり深海平原といえる.この平坦面は北海道沖合

で3100m調査海域の深海平原中央域で3200mと北東

に向い徐々に深くなっている.これは千島深海平原を

形成するタｰビダイトが北海道沿岸から供給されている

ことを示している.このタｰビダイト層は音波探査の

結果判断されたものであるが柱状試料からは泥質物

が多く表層にはあまり分布していない(第10図).

iV)日本海側宗谷海峡から北海道沿岸の大陸棚外縁か

ら上部大陸斜面にかけて構造運動による急崖がみられる

が市域にいくにしたがいみられなく在り大陸棚外縁

と上部大陸斜面が一体となって沈降している様子がみら

れるようになる.
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第10図柱状試料P107P108が千島海盆からP109が千島海盆

に至る大陸斜面の海盆からP11Oカ童タｰタリｰ舟状海盆

P111カミタｰタリｰ舟状海盆の出口である日本海盆から得られ

たピストンコア試料である.日本海にくらべて表層のタｰビ

ダイトがオホｰツク海側で少ないことカミわかる(本座栄一･湯

浅真人･小野寺公児原図)

マ)タｰタリｰ舟状海盆も市域にいくにしたがい徐々

に深くなっているがほぼ中央域にところによってチャ

ンネルがみられる.しかしながらこのチャンネルは

不連続でありあるところでは沈降域に広カミってしまっ

たりする.これはタｰタリｰ舟状海盆を通しての堆積

奥囲瞬責

一⊥1ミ判､巴､牙

第11図目本海北域留崩沖の東西側線に沿った音波探査隊面図数多くの隆起帯と沈降帯が構造運動によって形成され活発な構造運動の場にあること

が判断される.タｰタリｰ舟状海盆の堆積層も浸食をうけ海底谷が発達している(玉木賢策･西村清和･本座栄一原図)�
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目本海北域の重力異常図上方がフリｰエア下方がブｰゲ

ｰ異常図である.礼文･利尻島に沿って南北方向に正の異常

が分痢していることがわかる(宮瞭光旗原図)

凹｡030

�

第12図

物持にタｰビダイトの供給が考えているほど多くは杜

いということを物語っているものと推定される.

マi)タｰタリｰ舟状海盆と北海道沿岸の間に多くの堆

隆起帯がみられほとんどの高まり等が構造運動によっ

て形成されている(第11図).その構造運動は東北沖の

第14図

スミスマッキンタイヤ式グラブ内の採取物中に

してコアをとる

短い管を挿入

能代市

第13図GH77-3』調査航海西津軽侮鎗表層堆積物調査研究

の側線測点図(1石橋嘉一原図)

日本海沿岸にみられるものと同様の傾動地塊運動である

がその傾斜方向は一定でなく東落ちと西落ちの両方

がみられる.この地域は東北弧の北方延長部にあたり

北海道地塊千島弧等の造構運動と関連した応力を受け

ているところと解される.

vii)北海道沿岸大陸棚外縁の構造運動とタｰタリｰ海

盆の構造運動から日本海盆が比較的新しい時代まで沈

降を続けてきていることが判断される.これは日本海

の形成を考える上で大事な問題であり過去において日

本海特に日本海盆が現在より浅かったことが判断される

わけである.

…姜

V雌)日本海の調査海域の重力異常特にフリｰエア

欝異常をみると多くの海岸'海盆に対応した異常がみられ

るがブｰゲｰ異常にはそれが顕著には現われていない.

織娯ただ古期岩類が分布する1考え/れる1･文･利尻島に

沿って南北方向に正の異常帯カミ顕著にみられる(第12図).�
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3-2西津軽海盆表層堆獲物調査研究

この調査研究は縮尺20万分の1表層堆積図作成のた

め7月10目～8月6目の間実施された.本調査は多

数地点における採泥作業に重点がおかれたために相当

シビアな作業が要求されたカミ乗船員全員の緊密な協力

と努力に加わって平穏な日本海の夏場の海況に助けら

れ予定以上の調査を遂行することができた.

調査方法と船上での堆積物の船上処理:

測点間隔は大陸棚で2～2.5マイル大陸斜面から海

盆底にかけては4マイルで設定された(第13図).採泥

前夜にサイドスキヤンソナｰと3.5姐zPDRによる側線

調査を行狂いその結果をにらみつつ翌日の採泥を行

なった.採泥はスミスマッキンタイヤグラブを使用し

重要点では6m長のピストンコアラｰ及び重力ゴアラｰ

を使用した･グラブで採取された堆積物は産状撮影

･泥温測定後2本の短コア打抜きが恋され(第14図参

照)残りはタライにうつしかえられて水洗される.

短コアの1本は保存用地は縦に両断されて写真撮影

第15図打抜きコアの処理左下はコアを半割りにして写真撮影右

下は厚さ7mmの透明淀ケｰスにコアをスライスしたもの

さらにスライスを作成して軟X線撮影(ソフ浜ン)を行

柱った(第15･16図).水洗後の残津に含まれている大

型生物遺骸化石(貝類･腕足貝･ウニ･ヒ･トゲ1等)は

メモされたのち測点ごとにその代表曲粧ものが撮影記

録された(第17図).

ピストンコア処理方法は以下の手順に従った.

1.コアの切断とナンバｰリング

2.簡単な肉眼的記載

3.コア半割りの軟X線写真撮影(第18図)

4.コア切断面写真撮影

5･コアの重要部分についてスライス作成及びスライスの軟X

線撮影(第19図)

残留磁気測定用サンプリング(第20図)

微化石用･化学分析用サンプリング

有孔虫採集については航海後半より秋田大学的場保

望助教授によって表層の有孔虫が採取された.

夜間の側線沿いの表層堆積調査はEG&G杜のサイ

ドスキヤンソナｰ(曳航深度150㎜)及びレイセオン杜

第17図1測点に為げる代表的依貝類遺骸

第16図軟X線装置(ソフ回ン)で堆積物のスライスを撮影する

左は〃刎｡がお凝集(測点110)

右はG伽ツ伽τ応群集(測点139)�



一24一

策18図(左)

ピストンコア半割りのままの軟X

線写真(P121).コア全体の堆

積物の構造を概括的に知ることが

できる黒い部分は粗粒

第19図(右)

コアの一部をスライスした軟X線

写真(1はP1132はP112).

コアの詳細な堆積構造がわかる

の3.5kH2PDRで行なわれた.前者は海底表面の状

況をあたかも空中写真のように平面的にとらえるもので

後者は側線に沿った断面をみるものである.側線間隔

は大陸棚で2～3カイリ沖合で4カイリであった.

観測時の船速は5～6ノットである.これらと併行し

て重力･磁力探査もまた実施された.船位はNNSS

とロランCの併用で行なわれた.また当初の計画に

はなかったが採泥点の全部において船尾よりバケツ

をおろして表面水を採取しコｰルダｰカウンタｰによ

って懸濁物測定を実施した(第21図).

乗船研究者:新潟港でこれまでの乗船研究班は全

員下船しかわって堆積研究班が7月10･11両目乗船し

た.班の構成は第5表にしめすように地質調査所員6

名アルバイトの学生6～7名からなる(第22図).

また国館港からは底棲有孔虫専門家である秋田大学鉱山

地質学教室の的場保望助教鐸が乗船調査研究に協力さ

れた.

第20図コアの残留磁気測定のためのサンプリング'

第21図採取した表面水の懸濁物をコｰノレタｰカウンタｰで計測する�
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策5表GH77-3-II調査航海｢西津軽海盆｣研究班構成

区分1

地

質

調

査

所

員

研協

究カ

氏名1

井上英二

石橋嘉一

井内美郎

木下泰正

村上文敏

上鳩正人

明神寿彦

上原研吾

早川竜雄

永田司

芳之内祐司

宮本元行

塩屋藤彦

大四雅弘

川口健一

的場保望1

所属1

海洋地質部

〃

〃

〃

〃

東京水産大挙生

〃

〃

〃

琉球大学生

�

秋田大学生

秋目日大助教授

担当1

主席研究員堆積

海底地形

堆積

サイドスキヤンソ

ナ』

3.5kHz磁力

NNSS重力

水質

採泥物探

採泥

採泥

採泥

〃

物探

〃

有孔虫

1有孔虫

備考

新潟→新潟

〃

〃

�

新潟→船橋

〃

新潟→新潟

〃

新潟→函館

函館→新潟

�

〃

�

経過:7月10目と11目の両目前回の研究班と調

査の引継ぎを行なったのち堆積物調査の準備と機器の

整備を行なう12目午前10時新潟港を出港沖合の阿賀

野油田の油井プラットフォｰムのそばを通過して調査海

域に向う.同日夜8時調査海域南端に到着早速サイ

ドスキヤンソナｰとプロトン磁力計を投入して物理探査

に入った.

翌13目より測点計画にもとづいてかたはしから採泥

を行な'っていく.採泥の大部分はスミスマッキンタイ

ヤ式グラブによるもので重要地点においてはピストン

コアラｰかまたはグラビティコアラｰを使用した.採

泥開始は毎日朝7時半終了は午後4時から6時の間で

あった.1目の採泥点数は平均12点前後水深が小さ

い場所では採泥器の昇降に時間がかからないので16点

行なったこともある.このように採泥点数が多いと

堆積物の処理が終らぬうちに次の測点に到着する有様な

ので非常に忙しい思いをした.初目開始早々低気

圧の通過のために襲雨と波浪に見舞れ採泥も数度空振

りでやり直すなど真に前途が危ぶまれたカミ以降国館

入港まで海況は平穏で採泥は順調であった.ピストン

コアラによる柱状採泥は快調であり海盆底及び大陸斜

面から満足のいくコアが採取された.

昼間の採泥が終了すると直ちにサイドスキヤンソナｰ

等による物理探査に入る.物理探査は通常午後5時～

6時頃にはじまり翌朝午前6時前後に終了する.こ

の間担当の木下･村上両技官は徹夜で観測に従事する.

採泥班の研究員は夕食後採取物のスライス作りやX線

撮影等を行狂うのが常であった.函館入港の2目前

水深140mの岩盤露出地帯と推測された地点でマリンド

リルを使用したが操船と機器の作動が昨年よりもさら

に円滑に行われたにもかかわらず岩石コアを採取する

ことができなかった.これは海底に岩盤が露出せず

礫まじりの泥底であったためであるがもう少しドリノレ

の掘進長があれば成功したであろうと残念である(マリ

ンドリルは長!m).またこの目は今年度末に完成予

定の大型海底試錐機(6m長)のためにその作業実験

として舷側から錘を海底に降下させ2時間アンカｰせ

ずに船を定位置に保持できるかどうかの実験を行なった.

その結果まず可能であるとの結論を得た.

7月22目午前10時匝1館入港人員の一部交代と清水

の補給を行なう.今回は寄港しても研究班の多くはあ

まり上陸せずせいぜい後半の買出し程度に上陸する程

度でそれよりも冷房が効いた船室で寝ていた方カミまし

という者が多かった.

翌23目午後6時出港午後8時より物理探査を開始す

る.24目から8月4目まで前半と同様に昼間採泥夜

間物探の毎日をくりかえす.途中物探の徹夜組がさ

すがに過労となり倒れそうになったので1夜作業を

中止して船を漂流させた.後半も1硬調に進み予定以

上の側線採泥点を稼いだがこれは海況の平穏と乗

船員すべての努力による.研究班の疲労もさることな

がら6月中旬船橋出港以来ぶっ続けで作業している

船員の疲労を考えると黙友と仕事に従事し積極的に

作業に協力する態度にまったく頭がさがる思いである.

調査終盤に近い8月3目は対象海域北東隅の竜飛岬沖

第22図GH77-3一■調査航海の研究班メンバｰ前列左より上嶋･

村上･吉岡甲板長･石橋･井上･井内後列左より奥村船長･木

下･永田･芝之内･上原･早川の諸研究員と学生言老君�
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の津軽海峡を調査した.この地点は青函トンネル予定

線の真上にあたり採泥等で何か新しい事実は発見でき

ぬかと期待して行なったのだが4～5ノットに達する

潮流に根負けした形でグラブを岩盤に引掛け回収す

るのに40分もかかるというおまけまでっいて早々に引

上げた.

8月6目午前9時新潟入港上島･村上両技官を残し

て他は全員下船.かわって中条･盛谷両技官が乗船し

た.また例年のとおりECAFE地域からの海外の地

質･地球物理専門家13名が乗船した.

以上の経過は第6表に要約される.

取得デｰタ:全航海距離教3,228.9カイリ

3.5姐z探査測線長1,654.6カイリ採泥点数209(ピス

トンコア施行12点を含む)

おもな成果･･

i)本海域は海底地形の特徴から6地区に区分される.

すなわち能代沖大陸棚鯵ケ沢沖大陸棚西津軽堆を

含む津軽海峡西方大陸棚と海盆域西津軽海盆とその周

囲の大陸斜面域久六島･小島周辺および本海域西部

の水深2,000m以上の大陸斜面域である.これらの地

区にはそれぞれ特徴ある底質分布がみられる(第23図).
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第23図西津軽海盆域の表層堆積物の分布

第6表GH77-3一]I～皿調査航海経遇表

同数1月目1天侯1調査作業内容

152年7月10目晴人員交代補給

211目機器整備

312目晴新潟港出港物理探査

413目雨曇採泥物理探査

514目曇〃

615目司青〃

716目同青〃

817同曇〃

918目曇〃

1019日曇〃

1120目晴

1221日半晴採泥機器修理

1322目曇函館入港人員交代清水補給

1423目半晴函館出港物理探査

1524目晴採泥機器修理

1625目晴採泥物理探査

1726目回青〃

1827目凹青〃

1928日同青〃

2029目

2130目一半同青

2231目晴

238月1同曇

242目晴採泥物深

253日曇1'

264目曇〃

275目荒天物探機器整備

286目晴新潟入港人員交代補給

297目晴新潟出港物探

308目荒天採泥物探

319目荒天〃

3210目同青〃

3311目曇物探

3412日曇雨船橋入港機材積降し

ii)能代沖及び鯵ケ沢沖の大陸棚には水深130m

100mおよび80mに海段とそれにともなう岩盤地帯が

認められかっ粗粒堆積物と特徴ある貝化石群集が分

布する･すなわち水深130㎜海段に沿って工伽ゆ65

を主とする群集が分布し80皿ではG妙η伽ブ三∫群集が

産する(第17図).これらの旧汀線堆積物は昨年調査

した八戸沖の海段にほぼ対比可能である.ただし八

戸沖では大陸棚外縁の水深が久慈を境にして北と南で

はかなり異なっていたが本海域でばそのような顕著

な水深の差は認められなかった.

iii)西津軽堆とその周辺の海底には岩盤が広く露出す

るとともに海綿に富む粗粒堆積物が分布している.

海釜底ば粗粒の貝殻砂からたり貝殻は岩礁性のものや

明らかに海釜の壁から落ちこんだと推測される"lZ0畑∫

G妙り伽ブ{∫群集の構成員が混在している.3.5kH.

PDRによると松前海釜と田山海釜とは成因的に若干

異匁るようである.�
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策7表GH77-3一皿調査航海研究班構成及び海外研修生

区分

地

質

調

査

所

員

氏名

中条純

盛谷智

村上文

上嶋正

斉藤友三

輔

之

敏

人

郎

平野偉

所属

海洋地質部

〃

〃

�

海外地質調査協力室

国際協力事業団

担当専門

主席研究員

堆積

音波探査

NNSS重力

指導

に政府の｢沿海鉱物資源探査研修

コｰス｣の一環として外人研修生

の船上トレｰニングをかねた航海で

あり8月7目から船橋帰港までの

6日間実施された.

1監督

�JoseEmestoMendia�アルゼンチン�地質地球物理

�S.M.AliMustaque�バングラデシュ石油ガス公団�地球物理

�U.MyatThein�ビノレマ肩油公団�地質

�OrlandoS.Monroy�コロンビア�

海���地球物理

�RachmatSetiawan�インドネシア地質調査所�地球物理

外�Amm11ahJazid�インドネシア�〃

研�ShinWonCheoI�韓.国地球科学鉱物研究所�〃

修�VictorHon�マレｰシア地質調査所�地質

�TaiSayAm�マレｰシア�

員���地球物理

�MuhammedA正una�ナイジェリア�石油工学

�Phi1ipM.Rimando�フィリピン国立石油センタｰ�地球物理

�VeerasaたNakinbodee�タイ鉱物資源局�地質

�Cha1eeSiriratanamongkol�タイ〃�地球物理

調査方法:

人工衛星測量･ロランC併用によ

る船位測定重力･磁力探査エア

ガンによる音波探査ドレッジ及び

スミスマッキンタイヤグラブによる

探泥を行なった.採泥は西津軽海

盆域内において2点実施した.

外人研修生のトレｰニング内容は

船内案内一般説明調査機器説明

作業内容説明とその一部の実地訓練

マリンドリルの作動説明NNSS及

び重力探査の観測音波探査の観測

等である.

iY)西津軽海盆底とその周囲の斜面には若干粘性の

泥質堆積物が分布する.この堆積物は硫化物と推定さ

れる黒色斑点または縞を多数包含し新鮮な断面では黒

色ないし暗緑色を呈するが大気中に数時間放置すると

酸化されて緑灰色に変化する.これまで指摘されてい

るように日本海の堆積物の生成環境は環元性ではなか

ったかと推定される.ピストンコアによるとこの泥

質物にはさまれて厚さ数｡mないし20cmていどの黒

色粗粒砂が数枚狭在する.砂の物質の多くは火山岩源

である.

v)久六島や小島周辺の斜面には陸側斜面の表面に

は存在しない粗粒堆積物あるいは石英安山岩質細礫が分

布している.この粗粒堆積物の由来を考えるとき海

水準の大規模な変動あるいは島と陸との間の大規模な

陥没等も考慮にいれる必要が生ずるかもしれない.

V五)西津軽海盆西方の大陸斜面には軟弱な青灰色な

いし暗緑色の均質な粘土が分布する.海盆内の泥質堆

積物と比較することにより堆積経路や古地理が明らか

に校るであろう.

乗船研究者:8月6目新潟港

で研究員の交代を行ないさらに午

後第7表のように13名の外国人研修員とその指導員2名

が乗船した.

経過:8月6目午後外国人研修員の船内説明を

行なう.7目10時30分新潟出港12時よりエアガンに

よる音波探査に入る.8目午前中西津軽海盆域内で

ドレツジとグラブ採泥を実施その後再びエアガン調査

を開始し津軽海峡に到る.海峡通過後針路を北にと

って北海道目高沖の重力･磁力探査を9･10両目実施し

10目正午'ぐ帰途につき南下する.途中11日第1鹿島海

山付近でエアガン調査を行たい同目夕刻調査及び研

修をすべて終了12目午前10時船橋港に帰港した.

本航海はわずか6日間であったがそれまでの平穏た

航海とはうってかわり連日の低気圧通過によるシケに

祭られた至極難儀な航海であった.外人研修員の祖か

には船酔いがひどく相当参った人もいてまことに気毒

であったが何とか無事に帰港できたのは彼等にとっ

て慶賀に堪えない.

取得デｰタ:全航海距離1,364.4カイリ重力･

磁力探査測線長1,123カイリ音波探査測線長177カイ

リ採泥点数2.

3-3西津軽海盆及び周辺の補情調査

本調査は西津軽海盆域内外を補足的に調査するととも�
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策8表総括表(昭和52年度

目本周辺大陸棚海底地質総合研究)

�航海番号�海域�期間全航海距離カイリ��音波探査測線長カイリ�採泥点数��採取試料数����調査日数��

�������ドレツジ�多ζ手十ロツ様状コア���実働避難1回航一��寄港�計

�GH77-2�山陰沖及び隠岐諸島周辺�昭52.4.19～5.28�7,307.O�5,616.O�39(ST740～782)�21(D213～233)�13(RC1～13)�5(P102～106)�32�O�1�7�40

�I�オホｰツク海及び日本海北海道淋�6.14～7.9�5,466.6�4,700.O�391･6(ST783～824)(D234～259)I��8(RC14～21)�5(P107～111)�21�0�2.5�2.5�26

GH7713�II�西津軽海盆�7.10～8.6�3,228.9�1,654.6�209(ST825～1033)�O�197(G406～602)�12(P112～123)�23.5�O�1�3.5�28

�皿�西津軽海盆及その周辺�8.7～8.12�1,364.4�177�2(ST1034～1035)�1(D260)�1(G603)�O�5�O�O�1�6

�2航海�4海域�100日間�17,366.9�12,147.6�289�48�グラブ198回ツクコア21�22�81.5��04.5�14_�100

�

㈶

㈸

⊥･

4まとめ

以上あらまし述べてきたように2航海4調査節にわ

たる合計100日間の調査航海はほぼ計画どおりに推移し

実り多い航海であったと結論される(第8表参照).第

8表は本年度航海の総括表であるがこれを昨年度と

比較すると調査作業実働日数はほとんどかわらず採

泥点数において若干上廻っている.これは白嶺丸船

員及びアルバイト学生諸君の努力に負うところが実に大

きい.一方乗船した地質調査所員は延べ23名(昨年

度31名)1航海あたり5～6名(昨年度6～7名)で

あり乗船研究員の作業量が年々増大している.航海

中における研究員の仕事量は毎日10数時間に達しており

各人の頑張りで何とか調査研究のレベルを下げぬように

しているがまず6～7名が最低ギリギリの線であろう.

以上の航海で得た資試料は現在地質調査所海洋地質部

および一部の大学で各種分析がなされており近い将来

結果の一部は公表されることになっている.

謝辞:

研究航海において多大の労苦にもかかわらず調査作業に協カ

ｰ下さった白嶺丸船長奥村英明氏以下乗船員のかたがたならび

に学生諸君さらにその関係大学各位に深く謝意を表します.

またソ連及び韓国の領海200カイリ経済水域に関して外

務省東欧第1課･北東アジア課海上保安庁警備救難課･水路

部水路通報課及び第1･第2･第7･第8･各管区海上保安部

の方々に懇切なる御指導と御助言をたまわりましたことに厚く

御礼申し述べます.

追記:

本研究の最終年度にあたる昭和53年度には白嶺丸を使用して

以下のようなスケジュｰルが組まれている.

･4月中旬一6月上旬46日間

目本海中部海域広域海底地質調査研究

･6月中旬一7月上旬22日間

隠岐諸島周辺狭域海底地質調査及び海底試錐調査研究

･7月中旬一8月中旬32日間

網走沖または紋別沖表層堆積物調査研究

上記のうち日本海中部での海底地質調査研究ではエアガン

による反射法探査ソノブイを使用する屈折法探査および岩石

サンプリングが主体である.隠岐諸島周辺では金属鉱業事

業団が開発中である大型海底試錐機(コア長6m)を使用して

岩石コアリングを行なう予定である.海洋地質に興味をもち

乗船して活躍したいと思われる学生諸君があれば筆者あてに

御連絡下さい.

1夕.旦乃.勺

Geo前a皿d3rdgNews1e枕erの創刊

新しいジャｰナルGeostandardsNews1etterが1977年1

月創刊された.この雑誌は地球化学的標準物質(GRS)につ

いて分析値共同研究報告GRSのリストと最新の推薦値

新しい計画放との迅速恋伝達の場として発足した.多年にわ

たる関連研究者の要望にこたえたものである.

創刊号を手にとると従来広く分散した形で報告されてきた

GRS情報カミｰつの雑誌にまとめられて一望できる便利さがあ

る.当面この雑誌は年に2回各100ぺ一ジ程度の編集を予

定している.No.1には最近の国際集会:地球物質の微量成

分分析(XV皿C.S,I.パネル討論グルノｰプノレ1975)地

球物質の化学分析(IAGCプラハ1976)探査･採鉱･選

鉱における分析化学(IUPACヨハネスブルグ1976)に

おけるGRSに関する討論記事の掲載カミ注目をひく.購入の

串し込みは下記へ.70F.F,/冊

Assoc五ationNationa1cde1aRechercheTechnique(Group35A),

������浯��楮�父����物��慮捥�

Banka㏄ount:N何270-170,BanqueNationaledeParis,Agen㏄

��整���楳�牡��

Posta1account:CCP8202-54,Paエ三s,France.�


